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おしらせ版

申央公民館燿示潔●
● 1階ロビー

美術コーナー①  12月 に引き続き1月 31日 まで

中央公民館事業「押し花教室」講師滝沢とし子さん (長井市)の
「押し花絵」を展示します。

押||
美術コーナー②   l月 9日から2月 28日 まで        ■|||

「Qu‖t Fttends“花"作品展」      |
パッチワークサークル「Q面比Frbnds“花"」 の皆さん

代表 新野良子さん (魚占員)

1月 の業務時間延長日
1/4,11,17,24,31

ｒ
懸

●いこいの間 特別展
中央公民館事業 押し花絵教室の皆さんによる
「応、しぎな花倶楽部 作品展」を開催します。
▼いつ 1月 19日 (水)か ら25日 (火)まで

● 1階フロアー

滉●啜 「さんさJオ、おど壼汚の、わ|ゴ
春もせでネマ降りかかる」

奥山玉舟さんの書です。

●鮎員郵便局ロビー

「月下美人 写真展」
長谷部嘉雄さん (鮎貝)

(1月 30日 まで)

●鮎貝地区公民館ギャラリー

「菜の花学級陶芸教室作品展」

(1月 7日 から28日 )

「ふるさと塾門松づくり講習会作品展」

(1月 14日 から25日 )NO.911



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
１
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
１
月
聞
曰

（火
・′
で
す
ｃ
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
１
月
１１
日

（火
）
で
す
（．

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
地
調
整
係

（雪
“
１
６
１
２
８
）

２
シ
シ
グ
ル
ス

（男
ｒ
、
女
ｒ
　
中

学
男

Ｆ́

・
女
′ド
、
小
学
男

卜́

・
女
′ド
、

ラ
ー
デ
ボ
ー
ル
男

ド́

・
女

Ｆ́
）

一
ダ

ブ
ル
ス
（男
′ド
、
女

ド́
、
混
合
、
人

婦
、
親
′Ｆ
）

▼
参
加
料

・
シ
ン
グ
ル
ス
　
２
０
０
円

。
ダ
ブ
ル
ス
　
ー
組
■
０
０
円

＊
団
体
戦

・
小
学
生
は
無
料

▼
中
込
じ
め
き
―り
　
１
月
Ｈ
Ｈ

（火
）

■
中
込

・
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
役
場
町
民

課

・
衣
袋

（雪
綿
１

６
１
３
１
）

白
鷹

町

明

る

い
健

康

都

市

づ

＜

り
推
進

会

議

委

員
を

募
集
し
ま
す

地
域
の
実
情
に
即
し
た
保
健

・
医

療

・
福
祉
事
業
を
円
満
に
推
進
す
る

た
め
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
募
集
人
数
　
２
～
３
人

▼
任
期
　
２
年

（平
成
ヽ
年
屁
月
斑

日
ま
で
）

▼
応
募
資
格
　
白
鷹
町
に
お
住
ま
い

で
、
保
健

・
医
療

・
福
祉
に
関
心
が

あ
り
年
２
回
絆
度
委
員
会
に
出
席
で

き
る
か
た

▼
応
募
方
法
　
所
定

の
応
募
用
紙
に

必
要
■
項
を
書

い
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（応
募
用
紙
は
健
康
福
祉
課
福

祉
係
に
あ
り
ま
す
）

▼
募
集
じ
め
き
り
　
肥
月
器
口

（火
）

午
後
１
時
必
着

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

課
福
祉
係

（零
％
ｌ
ｏ
ｌ
‐
‐
）

絵
本
読
み
聞
か
せ
講
座

「絵
本
を
通
し
て
心
を

通
わ
す
子
育
て
を
」
を

開
催
し
ま
す

１
歳
未
満

の
ｒ
ど
も
に
と

っ
て
絵

本

っ
て
ど
ん
な
も
の
な
ん
だ
ろ
う
、

ど
ん
な
絵
本
が
い
い
の
か
な
ど
絵
本

に
興
味
の
あ
る
か
た
、
絵
本
を
通
し

て
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
い
つ
　
１
月
Ю
Ｈ

（日
）

午
前
９
時
帥
分
～
午
前
Ｈ
時
抑
分

▼
ど
こ
で
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
と
　
１
歳
未
満

の
乳
児
を
お

持
ち
の
保
護
者

の
か
た
、
現
在
妊
娠

中

の
か
た

（夫
も
含
め
）
、
高
校
生

▼
内
容

・
子
ど
も
と
ふ
れ
合
お
う

。
講
演
会

「絵
本
を
通
し
て
心
を
通

わ
す

Ｆ́
育
て
を
一

講
師
　
教
育
相
談
員
　
田
中
美
海

・
交
流
会

▼
中
込
じ
め
き
０
　

１
月
昴
Ｈ

（火
）

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
係

（富
％
１
０
２
‐
０
）

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
中
し

込
み
の
際
ご
予
約
く
だ
さ
い
っ

第

２７
回
町
民
卓
球

大
会

の

出
場
者
募
集

▼

い

つ
　

１
月

郎
国

（
日
）
午
前

９
時

▼
ど

こ
で
　

東
中

学
校
体

台
館

▼
種

Ｈ

■

団
体
戦

学
生
寄
宿
舎
「東
京
興
譲
館
」

入
寮
生
を
募
集
し
ま
す

▼
人
寮
資
格
　
出
賜
地
区
に
お
住
ま

い
の
か
た
及
び
出
身
者
の
ｒ
弟
て
、

東
京
及
び
東
京
近
郊

の
人
学
に
進
学

の
男
ｒ

▼
募
集
人
員
　
６
人

（原
則
Ｌ
し
て

全
員
個
室
）

▼
提
出
書
類

●
東
京
興
譲
館
人
寮
願
占

（米
沢
有

為
会
米
沢
支
部
に
あ
り
ま
す
）

●
高
校
全
学
年

の
学
業
等
に
関
す
る

調
査
書

・申
写
真

●
父
兄
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得

証
明
書

０
大
学
１
年
在
学
者
に
つ
い
て
は
右

記
書
類
の
ほ
か
に
大
学
の
在
学
証
明
書

▼
選
考
同
時

・
書
類
提
出
期
限

・
第
１
回
　
３
月
１２
日

（上
）

午
後
１
時
脚
分
開
始

書
類
提
出
期
限
３
月
Ю
Ｈ

（木
）
必
着

。
第
２
回
　
３
月
ｍ
Ｈ

（Ｈ
）

午
後
１
時
駒
分
開
始

書
類
提
出
期
限
　
３
月
”
日

（上
）

＊
合
格
発
表
の
関
係
で
書
類
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
電
話
連
絡
の
う

え
、
選
考
Ｈ
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
会
場
　
東
京
興
譲
館

▼
書
類
提
出
先
　
一Ｔ
ｌ
８
，
７

ｏ
ｏ

０
４
　
東
京
都
訓
布
市
人
間
町
１
１

％
　
東
京
興
譲
館
館
長
　
宛

▼
寮
費

・
〓１
月
～
Ｈ
月
３
万
５
０
０
０
円

。
２
月
～
３
月
３
万
６
５
０
０
円

（朝
夕
２
食
付
。
た
だ
し
、
日
曜
、

祝
日
、
第
２

・
第
４
Ｌ
曜
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
　
東
京
興
譲
館

（富

帽
１

３
３
０
９
１
３
３
０
２
）
ま
た

は
米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

（米
沢
市

役
所
秘
書
広
報
課
内
容
０
２
３
８
１

２２
‐

５
１
１
１
）

赤

十
字

雪
上
安
全

法

一
般

講
習
会
の
ご
案
内

ス
キ
ー
場
で
の
安
全
と
事
故
防
止

の
知
識
、
さ
６
に
雪
上
で
の
傷
病
占

の
応
急
千
当
の
技
術
が
取
得
で
き
ま
す
。

▼
い
つ
　
１
月
“
Ｈ

（日
）

午
後
１
時
～
１
時

▼
ど
こ
で
　
協
同
の
社
Ｊ
Ａ
研
修
所

（山
形
市
）

▼
内
容

・
学
科

・●
ス
キ
ー
場
で
の
事
故
に
つ
い
て

・●
事
故

へ
の
対
応

●
応
急
手
当

・
実
技
包
帯
法
、
固
定
法

▼
対
象
占
　
満
』
歳
以
―．
の
か
た

【1月 の学校給食献立表】

献  立  名
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もうすく
゛
お 1「り1。 今では年中ハレ食のような時代ですが、かつては「ハレとケJがきっ

ちり分かれていました。また、お正月ならではの行事もあります。ちょっと前のお止

月って、どんなことをしていたのだろう?と 探し出したのが、U7・和4Cl年 発行の「西置賜

郡自鷹町鷹 ||・荒llt地方の年中行事Jと いう手書きの冊子。読んでみると、元FJ行事はま

ず“若水くみ
¨
からはじまります。「よねくむ、豆くむ、こがねくむ、日本の宝を皆くみあ

げるJ(貝 生)、「何くむ、よねくむ、宝くむ、こがねくむ、若水くむ」(滝野)な ど、集落に

よつて微妙にllnぇ ごとが違うのですね。,二 月の食べ物はというと
Ⅲ
3日 とろろ

・・ひょう

千の煮物
¨
ほかに梅 11、 南天の赤い実 (11し たもの)を 食べると災難よけになるという。

七卓は
¨
アズキガユ

¨
と
い
七草煮
"を
食べます。せり、ひょう、よもぎ、ぜんまい、わらび、

なっば大根、里芋の茎、なす、ゆうがお、ごぼう、にんじん、昆布などせり以外は干したも

の、というのがこちらの七草。滝野ではこオlら に餅を入れた
¨
ヒ草雑煮"に変身。

鷹山公の教えを今に伝える珈里の甘煮
Ⅲ
。お」:月 料理として登場した時期は、別の文献

によると、大I17年の帝人景気のころという説と第 1次世界大戦後からという説。たい

ていお客様用であり、客は出されても著をつけないという暗黙の掟 ?があったらしい。

給食でも毎年ひょう11の煮物を出しています。地元のひょう干を使います。鯉の甘煮

は高くて使えませんが、味も風味も同じ「鯉コロッケJを提供する予定です。

ごまん 牛事し 肉とムブふリ リ/1だ
カミカミづラダ わかめヌー

'

垂聖函璽評Iごケ「
乳

JL釜剛 2星57
]     置1呈1'路ギー鋼7
1趾フ
Lニヲ男1)Iョ李升手[昌多1了三「|ヽ1:

鮮 摯]曇 :;:Li『 ,雷γF
空過曇塾生聾玉 _TttF言

器金lg矮

“

み意聖電秀2お:ぞ聟え減震薬._
護夏I丁雨互I~

※都 f)に よ ]南ム立を変 [す るJ!:r)が ぁ ,ま す こ r嗅 くたさ

今月のおらほの食材

町内産>ひ ょう F、 llち 豆

0

E星立,生り



図書館だよリ

■私 が 薦 め る 一 冊 図書館協議会委員

「 14歳か らの哲学」考えるための教科書

池田昌子 著
トランスビュー

原田まゆみ

|

わたし自身も含め、悩み多き時代です。悩んでいる時はどうし

ても視野がせまくなりがち、どうせ悩むなら、もっと深く、大き

く「生きるとは」「自分とは」から考えてみてはどうでしょうか。
一―本文よリー

世の人は、時間は前へ流れるものだと言う間違った思い込みで

いきている。一中略一時間というものは、本来、流れるものでは

ないんだ。過去から未来へ流れるものではなくて、ただ「今」が

あるだけなんだ。だって、過去を嘆いたり未来を憂えたりしてい

るのは、今の自分以外の何ものでもないじゃないか。

人生の意味 (1)よ り

何歳からでも遅くない「哲学入門書」です。

併せてお薦めなのが加古里子の「宇宙―そのひろがりをしろう
一」です。小学生低学年向けですが、子どもそっちのけではまり

ました。

■今 月の新刊
いつかどこかで・アニータ シュリーヴ/偽 りの種子・ジェフ
リー・M スミス/い としのヒナゴン・重松清/イ ンディアン
ヘッドマッサージ・水木みち/駅までの道をおしえて・伊集院
静/王狼たちの戦旗 上下 ・ジョージ Rマーティン/オデ
バン・藤本ひとみ/溺れる市民 。島田雅彦/顔占い 。心理デザ
イン研究所/暮 らし上手のリビングキッチン/芸人学生・その
まんま東/けもの道 。小川内初江/憲法の論点・サバイバー
ミッション・小笠原慧/漆黒の王子・初野晴/シナン 上下・
夢枕猿/巡礼地に立つ・高橋たか子/新書マップ/世界地図で
読む環境破壊と再生・伊藤正直編/対岸の彼女・角田光代/出
回のない楽園・岩井志麻子/天使の梯子・村山由佳/日銀券
上下・幸田真音/22年 目の返信・大村はま/日本の論点 2005
/バベルの大。キャロリン パークス ト/真夜中の五分前 S
ide― A B・ 本田孝好/和紙の源流・久米康生/

第 212 回 おはなしの会
1月 8日  土曜 日 午前10時より 図書館にて

みんなでおいでください。だんごさげをするよ。

まってます。

■ 1月 の休館日 1/1～ 3、 10、 16、 24、 31■

年末年始の窓口業務などは
下記のとおり休ませていただきま
ごみ収集などにご注意ください

月  日
12/29

(水 )

12/30

(ラホくヽ

;2/31

ζく牟卜ヽ

有
土
た
Ｄ
爛
用

役場窓口

住民票

印鑑証明

税に関する

証明

転入。転出届

休 休 休 休 休 休

斎 場 休 休 休

中央公民館 休 休 休 休 休 休

地区公民館 休 休 休 休 休 休

図 書 館 休 休 休 休 休 休

町立病院外来
休

(

休

だし、

休
 |

ヨ患の場

休

合受け

休

けます

休

ごみ 収 集
直接搬入
のみ

体 休 休 休 休

群霧詔翠城T辱お菖覧壕籠慰≧蠣腸。い
*火葬の電話予約受付については、午前 8時 30分～午後 5時
の間です。

▼
受
講
人
数
　
３０
人

（定
員
に
な
り

次
第
し
め
き
り
）

▼
受
講
料
　
教
材

費

１
０

０
０
円

（当
日
徴
収
し
ま
す
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ト
レ
ー

二

ン
グ
ウ

エ
ア
等
動
き
や
す
い
服
装

▼
申
込
方
法
　
健
康
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
１
月
７
日

（金
）
ま
で

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

課
福
祉
係

（８
８６
‐
０
・
・
・
）

不
動
産
を
競
売
し
ま
す

▼
物
件
　
米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、
建

物
、
農
地
、
原
野
、
雑
種
地
な
ど
約

３０
件

年末の交通安全県民運動
期間 12月 2日 (水)～31日 (金)

運動の重点

1.高齢者の交通事故防止
2.「しっかり止まって はっきり確認」の

実践等冬道の交通事故防止
3.飲酒運転の徹底追放

冬道の安全運転5則

①スピードは、夏場より10キロ以上減速する。
②車間距離は、路面乾燥時の2倍以上とる。

、急ハンドル等の急激な操作をしない。③急力0速、急ブレーキ

④視界不良時|ま、前方をよ<見て早め仁徐行する。
⑤危険がいっぱい。追い越しはしない。

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

・
非
農
地
物
件
　
１
月
１３
日

（木
）

ま
で
・
農
地
物
件
　
２
月
１０
日

（木
）
ま

でそ
れ
ぞ
れ
山
形
地
方
裁
判
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健康」無料相談…▼いつ 1月 27日 (木)午後 1時30分～3時30分
▼どこで。問い合わせ 長井市西置賜郡EII師会館 (888-2958)0
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、保健師が留守の場合

がありますので事前に電話などでご連絡

ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健 診 対象児

1月 12日 (水 )
3カ 月児 平成16年 9月 生まれ

9カ 月児 平成16年 3月 生まれ

1月 26日 (水 )
1歳
6カ 月児

平成15年 4月 21日 ～

平成15年 6月 10日生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間

3カ月児…昼12時 30分～午後 1時

9カ月児…午後1時～ 1時 20分

1歳 6カ 月児…昼12時 30分～午後1時25分

(間診票郵送時に指定された時間においで

ください。)

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、間

診票、 (3カ月・9カ 月児は事前に配布、

1歳 6カ 月児は郵送)3カ月児健診のか
たは予防接種予診票

●注意 :

*乳幼児間診票と母子健康手帳の「保護者

の記録Jを必ず記入しておいでください。
*受付時間をずらしております。待ち時間

を少なくするためですので、ご協力くだ

さい。

*お子さんが、当日具合が悪かつたり、 1

週間以内に人にうつる可能性のある病気

(みずぼうそう、インフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした

時は事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種

小児マヒの予防のため接種を行っています。

●日程 :1月 20日 (木 )

●受付時間 :午後 1時～ 1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回 目を受けるかた…

平成16年 8月 ～平成16年 9月 生まれ

2回 目を受けるかた…

平成16年 2月 ～平成16年 3月 生まれ

*対象以外のお子さんで接種を希望される

かたは事前にご連絡ください。

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

両親学級 (前期)

●日程 :1月 13日 (木 )

●対象 :平成17年 4月 ～平成17年 7月 に出

産予定のかた

●会場 :健康福祉センター

●内容 :妊娠中の生活と健康管理、妊娠中

の栄養など

●時間 :午前10時～午後3時

●持ち物 :母子健康手帳交付時の資料、母

子健康手帳、歯ブラシ

●申し込みは 1月 11日 (火)まで、電話で

お願いします。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

器
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健診などで通訳をお願いすることができま

す。必要なかたは事前にご連絡ください。

す こ や か 子 ど も 何 で も 相 談

●随時相談をお受けしています。

●お子さんの健康や育児のことなど、どん

な小さなことでも一人で悩まずご相談く

ださい。

健康相談

●随時相談をお受けしています。

●内容 :赤ちゃんからお年寄りまで、体や

心の健康に関すること全般

糖尿病予防教室のご案内

町の検診や職場等の検査を受けて、血糖値

が高いと言われたことのあるかたの参加を

お待ちしています。

●いつ 1回目 1月 28日 (金 )
2回 目 2月 4日 (金 )
3回 目 2月 18日 (金 )

●時間 午後 1時間30分～3時間30分
●どこで 健康福祉センター
●内容 講義と実技
●会費 無料
●申込しめきり 1月 14日 (金)まで
●申し込み・問い合わせ

健康福祉課健康推進係 (富 86-0210)

「結婚相談室」の開設

結婚などで相談したいかたは、お気軽に

おいでください。

▼いつ 1月 11日 (火)午後 1時～5時
▼どこで 老人福祉センター

(荒砥地区公民館東側)

▼相談料 無料
*事前に電話などで連絡があれば、相談時

間などを調整します。また、プライバシー

は守ります。

■問い合わせ 商工観光課 (雪85-6136)

12月 27日 までの納期
●町県民税・・・・………・・4期
●国 保 税………………7期
●介護保険料(普通徴収)・・・7期

(85)2128 E― mailsoumu@so townshirataka yamagatajp

0

生活相談所の相談日
12月 29日 (水)休み
1月 5日 (水)弁護士相談並びに一般相談
1月 12日 (水)一般相談
1月 19日 17k)人権相談並びに一般相談

会場 :老人福祉センター 「八乙女荘」

時間 :午前10時から午後 3時まで

弁護士 :安部 敏さん
弁護士相談は要予約、午後 1時45分から

3時45分 まで。相談は無料です。

■白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)


